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（2016－2017年度） 

第１回複合地区ガバナー協議会議長連絡会議要録 

◎ 日 時： ２０１６年７月４日 (月 ) １０：３０-１１：３５ 

◎ 会 場： 一般社団法人日本ライオンズ会議室（東京都・八重洲） 

◎ 出席者： 330複合地区協議会議長 井 出  孝 （副世話人） 

331複合地区協議会議長 柏 﨑 昭 朗 （副世話人） 

332複合地区協議会議長 柳 本 英 洋  

333複合地区協議会議長 中 嶋 正 昭  

334複合地区協議会議長 久 野 好 輝  

335複合地区協議会議長 神 﨑  守  

336複合地区協議会議長 安 田 克 樹 （世話人） 

337複合地区協議会議長 吉 見 章 一  

〔国際理事及び顧問〕 

国際理事（2015-2017） 佐 藤 宜 之  

国際理事（2016-2018） 中 村 泰 久  

法律顧問（弁護士） 池 田 和 司  

会計顧問（公認会計士・税理士） 吉 田 宗一郎 

10：30安田世話人より開会。本日出席の国際理事及び前期議長会の顧問（法律・会計）が紹介された。 

◎ 議 事： 

1. 本日の会議進行について 

配布済み案件を確認する。 

2. 前年度からの申し送り事項 

（Ａ）複合地区連絡会議規程について 

前年度連絡会議開催の実績及び過去の年間旅費総額資料が配られ、複合地区が均等に

負担している旅費について意見交換した。今年度もこれまで通りプール旅費精算とし、複合

地区会則第６条により連絡会議を開催する。 

（Ｂ）複合地区連絡会議の必要性について 

従来の集合会議に代えて、現代の事情に合わせた会議方式とする見直しが提案されたので、

インターネット利用のウェブ会議実施をＩＴ委員長連絡会議から提案してもらうことにする。 

なお、議長連絡会議については、一般社団法人日本ライオンズ理事会と同日に開催するこ

とを申し合わせる。 

（Ｃ）国際理事候補者選挙管理委員会のあり方について 

候補者の質を高めるため、個人面接や事前選抜方式など多様な意見あり。【継続審議】 
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（Ｄ）ライオンズ必携第５６版に掲載の国際理事候補者についての文言確認（後期高齢者） 

「後期高齢者」という文言の検討を前年度議長会議から申し送られているので、アンケートを

とって決めてはどうかとの提案あり。了承。早急に各議長宛てにアンケートを送る。 

（Ｅ）ケニア学校建設支援及びメルビン・ジョーンズ墓所補修について 

前年度議長連絡会議から申し送られた標記２件については、本日現在新しい情報が届いて

いないことを確認する。最新情報を入手し、資料が整ってから審議する。【継続審議】 

3. 「ＬＣＩＦ理事長公式訪問並びにセミナー開催」について 

７月１日付け、鈴木誓男ＬＣＩＦ国際理事及び大石誠エリアコーディネーター、榎本舜治エリ

アコーディネーターの３名連名による案内文書コピー配布。 

 日 時：２０１６年８月２４日（水） 

14：00～15：00 受付、15：00～17：00 セミナー、17：15～19：15 レセプション 

 会 場： 名古屋マリオットアソシア 16Ｆ 

 参加要請数： 300名 

 ドレスコード： ビジネス 

 登録料： １５，０００円（ＬＣＩＦ日本事務所口座への振込期限７月２０日） 

日時及び会場等を確認したところ、各協議会議長宛ての文書にはＭＤ別の割当要請数が

出ているとの指摘あり。 

4. コーリュー国際会長公式訪問について 

２０１６年９月７日（水）午後、新宿京王プラザホテルにおいて、国際会長セミナー、懇親会の

二部形式で開催準備が進められている。セミナー及び懇親会の登録料とは別途に、各ＭＤ

協力金拠出の依頼あり。早急に計画書及び予算案を出していただく。【継続審議】 

5. 福岡国際理事会の報告 

佐藤国際理事から、６月の福岡国際大会直前に行われた国際理事会の報告あり。 

 国際理事会資料によると、６月２３日現在大会登録人数は 37,487人で、内訳は日本 24,879人、

韓国 2,247 人、ネパール 1,515 人、米国 1,290 人、インド 1,232 人、中国 1,095 人との数字が

列挙された。国際大会開催都市は７年先までを決定する。 

 リーダーシップについて、グループリーダーのテキスト翻訳を本部事務局に申し込んでおり、

回答を待っているとの報告あり。なおＦＤＩ（講師育成研究会）は２年後に廃止される予定。 

 日本で実施しているＦＷＴは継続される。 

 ＬＣＩフォワードとして、１００周年記念大会後、協会の主要奉仕活動は、視力から糖尿病へと大

幅に方針が転換される。 

 ライオン誌について、２０１８年以降ペーパー版は年４回（補助金年４ドル）発行。経費節減。 

 セカンド・センチュリー・アンバサダー（５千ドル一括納入）は、ライオンズの第２世紀に向かって

新しいプログラムを作成する費用に充てられる。特別なカードが贈られ、名前が協会本部に掲

げられる。 

6. 各種報告 

日本ライオンズ事務所（日本ライオンズ連絡事務所分）６月の暫定会計報告コピー配布。 

11：35、安田世話人により閉会 

以上 


